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『QEDART』創刊号に寄せて

リュックに描画道具を・・・

手にスケッチブックを・・・

イタリアの小さな島にたどり着いた姿は、

どこから見ても若き画家。

この頃は、好奇心にまかせて、

目的も定まらない人生を享受していました。

ふりかえってみると、

この２３歳から２７歳までのおおよそ４年の放浪期が、

それからのすべてを決めたようにも思います。

はなしを小さな島にもどしますが、

雪の季節になればこの島は、ちょっとしたスキー場になります。

小高い所から眺めた景観がすばらしいことでも知られています。

ですから、中腹にはいくつもの別荘が見られます、

おそらく港近くの住居総数より多いのではないか・・・。

潮風のなかに古書の香りがする、

ほんとうに小さな古書店を、この島でもわたしは見つけました。

イタリアでもフランスでも、そしてイギリスでも、いやどこの国でも、

古書店と喫茶店だけは匂いを辿っていけば見つけることができます。

書籍は、太陽光に弱い（退色する）ので、暗い場所に置かれます。

書籍は、ほこりや湿気に弱い（紙を傷める）ので、換気に注意します。

この小さな古書店に入り、わたしは最も暗い所に目を配ります、

店主が鎮座している所といつも重なるのですが、

『大切な本』はその辺りにあります。

はなしは大きくフィードバックしますが、わたしは窓の外を見ている子どもでした。

黒板よりも遠くを眺めていることが好きでした。

なにを見ているのかと問われることが多いのですが、なにも見ていないのです。

ぼんやりしていると言ったほうが近いのですが、空想癖があると言った方がより近いかも知れません。

しかも、絵を描くことが好きだったこともあり、この空想には映像がついてきます。

今思えば、実にリアルな空想でした。「どうして」が口癖だったわたしの本質が、ここにもあるのです。

文化芸術誌『QEDART』、タイトル「QED」にはそういった意味も込められています。

「ART」は芸術、『QEDART』はわたしの造語ですが、意訳して『芸術の証明』・・・。

月映書房・編集長　中川輝光
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　二十世紀に入って、多くの絵本や画集が出版されるようになりました。
　印刷技術の発展と無関係ではありません、ビジュアル本の出版には『写真技術の応用（製版）』が大きく寄与しているのです。それ以前は、
木版・銅版・石版と言った版画技法を製本に用いていましたから、大量に印刷するのには難しく、本は貴重なものでした。それでも最初の頃
は、写真製版で印刷された『図版』を 1 枚 1 枚手作業で貼り付けて、画集をつくっていました。

　「アルベール・スキラ」といっても、知らない人が多いと思います。
　わたしたち（画家やデザイナー）が若い頃、本屋さんの書棚には「美術書」が少なく（日本の出版事情のせいか）、洋書から学ぶことが普
通でした。美大図書館に加えて、古書店に足を運ぶ回数も次第に増えていったことを、懐かしく思い出します。その洋書（画集）の中に「ス
キラ社」のロゴがついた本があり、わたしはすぐに魅了されました。

　このスキラ社、「芸術を美術館から図書館へ」というスローガンを掲げて、アルベール・スキラが起業した出版社です。
　写真、複製、インク、特製の紙、印刷、製本に至るまで細やかな配慮が施され、すべてにクオリティの高さが追求されていました。しかも、
ここから出版される美術書はフルカラー（当時は少ない）です。優れた職人を求めてスイスやイタリアで印刷された図版も少なくありません。
　さらに、英語版・フランス語版・イタリア語版を出すことで、美術書の普及や裾野を広げることにも大きく寄与しています。

　スキラ社の画集は大きく分けて、小版・中版・大版の三種があります。
　『小版』は、普及版として刊行されていました。わたしは古書として購入していましたが、刊行当時も手に入れやすい価格だったと思います。
写真製版で別刷りされた『図版』が 1 枚 1 枚手作業で貼り付けられています、丁寧な製本現場を感じさせる『美しい画集』です。
　『中版・大版』は、資料も多く挿入されていますし、美術史からの視点で編集されたものも多く、テーマ（主題）のある充実した画集になっ
ています。
　わたしは、『画集のかたち』を世界標準化したのもアルベール・スキラではないかと思っています。『小版』と『中版』の画集は、正方形に
近く、手にしても書棚に並べても心地よいデザインになっています。こだわりの色彩は、原作よりも少し彩度が高いかもしれません。

　アルベール・スキラが、最初に企画・編集した本『ピカソが描いた銅版画 30 点を収めたオヴィッドのメタモルフォーシス』は、美術書の
歴史において特別な本になりました。若いアルベール・スキラと 50 歳のピカソの情熱が結実した美しい本でした。
　その一年後の 1932 年には、アンリ・マティスのオリジナル銅版画 29 点を収録したマラルメの『poesies』を出しています。

　アルベール・スキラをさらに有名にしたのは、美術雑誌『ミノタウロス』の発刊でした。ブルトン、エリュアール、ピカソ、マティス、ブ
ラック、ドゥラン、ローランス、ブランクーシ等の作品を掲載、ラカンの初期の著作や黒人芸術に関するミシェル・レリスの考察など多岐に
わたり、時代の未来を予見させる『美術雑誌』の誕生でした。アルベール・スキラが果たした役割は大きく、芸術の意識変革を加速させたと
言ってもいいぐらいです。
　1973 年に亡くなってから、版権すべてがアメリカの大手出版社に移ります。ですから、1973 年以降に刊行された SKIRA の美術書はコピー
版（再版）になります。日本でも美術関係の本が充実するにつれ、SKIRA と言ったロゴも次第に忘れられていくことになります。

2



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シュルレアリスム
パリの詩人アンドレ・ブルトンらによって提唱
された文芸・美術活動が、20 世紀の芸術表現
を大きく変容させたと言っていい・・・
世界の文学、美術、映画などに与えた影響力を
考えれば、イタリアルネサンスに匹敵するぐら
いの文化変革の起点になった。
いわゆる『超現実 le surrel』、フロイトの精神
分析理論に影響を受け、無意識の表面化、無意
識と理性との一致を目指した創作行為は、しだ
いに多種多様な作品を生み出す原動力になりま
す。ダリ、マグリットらの夢を思わせる作品や、
エルンスト、ミロらのオートマティスムの大き
く二つの傾向に分かれますが、これらの活動は
未来の視覚文化の裾野を広げる役割を担ったと
言えます。
人間の精神を解放する具体的な方法を模索した
ことから超現実主義とも訳されます。

アンドレ ブルトン (André Breton 1892-1966） 
『シュルレアリスム宣言・溶ける魚』
（Manifeste du surréalisme/Poisson soluble）

フランスの詩人・作家、一時ダダ運動に参加し
たが、後に離脱、『シュルレアリスム宣言』を
発表。『シュルレアリスム宣言』は自動記述に
よる物語集『溶ける魚』の序文として書かれて
いたが、シュルレアリスムという言葉をはっき
りと定義したことで、『宣言』に『溶ける魚』
を併収します。
ブルトンはシュルレアリスムを創始し、運動と
して組織した 1913 年頃から詩を発表し、象徴
派に連なる新人として評価されます。
その他に、ドキュメントの散文作品『ナジャ』
の他、『狂気の愛』『通底器』『シュルレアリス
ムと絵画』、自動記述のテクストを集成した『磁
場』、エリュアールとの共著『処女懐胎』など
があります。
1966 年の死とともにシュルレアリスム運動も
終わります。

　雑誌『ミノタウロス』は、1933 年に創刊された。予定では年 5 回の刊行ということになるは
ずでした。1939 年 5 月が終刊なので、予定通りならば 30 冊以上が世に出ていていいのですが、
実際は合計 11 冊しか出ていません。3 号と 4 号、12 号と 13 号が合併号になっていて、1 号か
ら 13 号、11 冊ということになります。 

　創刊当時 29 歳のアルベール・スキラと、世界的名声を既に得ている 50 歳の画家ピカソ、こ
の二人がパリのラ・ボエシー街に隣あって住んでいたことが『ミノタウロス』発刊の原動力にな
りました。1933 年は、『革命のためのシュルレアリスム』が、6 号で廃刊になった年です。以降、
シュルレアリスム運動の発表媒介として『ミノタウロス』が機能することになります。
　それにしても、スペイン内戦や第一次世界大戦へといった動乱のヨーロッパにあって、美術中
心の豪華美術雑誌（かなり高価でした）が 6 年もつづいたのは希有のことと思います。
　新しい芸術領域に踏み込んだ未来型の『芸術文化誌』ですが、遠く離れた日本でもいち早くシュ
ルレアリスム運動の旗手・滝口修造　が『ミノタウロス』について詳細に取り上げています。

　創刊号は、ピカソが描いた『ミノタウロス』が表紙、アンドレ・ブルトンのピカソ論が掲載さ
れ、ブラッサイが撮ったピカソのアトリエ内部の写真や、ピカソの彫刻の写真がたくさん入って
います。この雑誌の美術主幹 E・テリアードのルーベンスやティントレットを論じた文章、マッ
クス・ラファエルによるバロック絵画論、モーリス・エーヌのサド論などが載っています。アン
ドレ・マッソン『殺戮』のシリーズ、アンリ・マチス『牧神の午後』などが入っています。

　５号には、ブルトン、マン・レイ、ブラッサイ、エルンスト、ルネ・クルヴェル、ダリ、パプ
ロ・ガルガロ、アンドレ・ボーダン、ジャコメッティ、イ　　　　　ヴ・タンギー、バルテュス、
マグリット、ヴィクトル・ブローネルなどシュルレアリストの作品やエッセイが増えてきます。

 　7 号には、ハンス・ベルメール、アンリ・ミショーやハーバート・リード 、バルテュスの『嵐
が丘』挿絵集、第 8 号には、E・テリアードの選んだシュルレアリスム絵画が多数載っています。
キリコの『メランコリア』、ダリの『内乱の予感』、エルンストの『飛行機呑みの庭』、オスカー・
ドミンゲスの『ハンドバッグ』、ベルメールの関節人形もあれば、ホワン・ミロの『家族』もあ
ります。
　そのほか、ローランド・ペンローズ、ヘンリー・ムーア、ヴォルフガング・バーレン、アルプ
など、広くシュルレアリストたちが網羅されています。

　 ルネ・マグリットが表紙を描いた 10 号は、ブルトンが、過去の闇から引き出してきたゲオル
ク・リヒテンベルク、クリスチャン・グラッべ、ジャン＝ピエール・ブリッセ、レーモン・ルー
セル、グザヴィエ・フォルヌレらの肖像を掲げて、一人ひとりを論評しています。フォルヌレら
の場合は、傑作『草叢のダイヤモンド』がパーレンの挿絵入りで、全文紹介されています。
　さらに、あのフランツ・カフカも奇作『オドラデク』がエルンストのイラスト付きで掲載され
ています。

▲ 『MINOTAURE1933-』 ▲ 『MINOTAURE1934-1936』 ▲ 『MINOTAURE1936-1939』

MINOTAURE

ミノタウロス
SKIRA 社 1933-1939 年刊
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ブルトンは、エルンストやダリら多くの芸術家
をシュルレアリスムから「除名」しています。
ブルトンの言動には論理的でない面も見られ、
周辺の作家（シュルレアリスト）たちが批判し
ており、ダリは「ブルトンはシュルレアリスム
の父であり、子は常に父より優れ、子であるダ
リはその父から離れていった」と皮肉を込めて
語っています。
最初の妻シモーヌはブルトンとの結婚以前に、
友人への手紙でブルトンを「率直な人」と評し
ていたが、ブルトンの著書にも見られる「過激
な表現」からも、そういった性格を知ることが
できます。
アラゴン、エリュアール、スーポーといった、
シュルレアリスムを創始したメンバーのほとん
どは、後にブルトンの元を離れています。

　終刊号は、ダリがイラストを描いたロートレアモン『マルドロールの歌』の広告、「ロートレ
アモン伯爵に関する未公開資料」、アルフレッド・シルコスが編集出版していた雑誌『ジュネス』
をはじめ、『マルドロールの歌』の第一歌だけが、無署名で発表されたボルドー発行の雑誌『バ
ルファン・ド・ラーム』など、さまざまな刊行物の写真が掲載されています。
　『ミノタウロス』が『シュルレアリスム』の機関誌と言われるのも頷けます。

　美術雑誌『ミノタウロス』が１１冊そろって古書市場に出ることはありません、各号の刊行部
数は 2000 ～ 3000 部ぐらいと少なく、その多くは公的機関に収まっています。
　そこで、美術家や研究者の要望に応えて、アルノ・プレス社から『ミノタウロス覆刻版』が
1968 年に刊行されたのですが、すべての図版がモノクロ印刷のせいか、元版の魅力からはかな
り遠いイメージでしたので、あまり活用されなかった。
　1975 年刊スキラ社『ミノタウロス合冊覆刻版』は、美術雑誌元版に忠実な印刷がされています。
紙質にもこだわった結果、元版のイメージに近い冊子になっています。うれしいことに、日本の
みすず書房が同上『ミノタウロス合冊覆刻版』を 1986 年に刊行しています。
　わたしの手許には、スキラ社『ミノタウロス合冊覆刻版』とみすず書房『ミノタウロス合冊覆
刻版』があります。

　わたしが追い求めた『ミノタウロス』、手許にした元版数冊は状態が悪く、いつまでも『幻影』
のままでした。　　　　　わたしにとって『美しい本』のイメージは、ここを起点に始まったと
言えます。
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アールデコ（art déco）
1910 年代から 30 年代にフランスを中心に流
行した美術工芸の様式です。
アールヌーボーからアールデコへの様式が変わ
るには、その時代の推移と生活意識の変化が背
景にありました。 
曲線的優美さが強調された様式（アールヌー
ボー）では大量生産には向きません、機能的で
シンプルなデザイン（アールデコ）が求められ
た時代でもあり、この発想の変化がデザインを
一部特権階級の手から、しだいに大衆の手へと
移行していくことになります。
アールデコ・Art （芸術）＋ Déco（装飾）が、
時代の価値感を大きく変えたと言っていいので
す。

第一次世界大戦
1914 年から 1918 年人類史上最初の世界大戦、
ヨーロッパが主戦場となったが、参戦した先進
国家が世界中に植民地を持つ帝国主義時代であ
るため、本国だけでなく植民地も戦場となる状
況下、戦闘はアフリカ、中東、東アジア、太平
洋、大西洋、インド洋にもおよび、結果的に世
界の多数の国が参戦した。

　1880 年代に創刊され、世紀末にはミュシャ、ジョルジュ・ド・フール、シュワーベ 等が表紙
を描き、アールデコ時代にはバルビエ、マルティー、シュミド、エルテ、イカール等が活躍した
豪華な大型高級美術雑誌で、年 1 回クリスマス頃に刊行される年刊形式、値段も 25~30 フラン
と普通の雑誌の 10 倍以上です。
　挿絵はすべてカラーで金・銀刷りも多く、殆んどが貼り込みになっており、本文の用紙にも贅
を尽くし、また印刷方法もグラヴィア、ジンク版、カラー・コロタイプ 印刷、機械刷木版、浮彫（エ
ンボス）印刷、蛍光印刷と当時最先端の様々な技法を凝らしています。巻頭・巻末には多数の香 
水やファッション、時計や貴金属類、 酒や車の広告が掲載され、見た目・内容ともに『贅沢な雑誌』
になっています。 出版発展過渡期には、こういった試みも見られると言ったところです。

　できる限りこの雑誌を集めようと思いましたが、わたしの手許にも数冊あるのみです、古い雑
誌は書籍と違って状態のいいものは少なく、案外見つけにくいものです。

　1896 年 2 月第 7 号です。紙質
がよくありませんので、これほ
ど状態のいいものは少なく、そ
れだけ貴重と想います。

　どうしても手に入れたかった
スタンランの挿絵が、ここに使わ
れています。表紙がシャ・ノワー
ルのポスターで有名なスタンラ
ンの二色刷り『猫とじゃれる女』、
裏表紙もスタンランの二色刷り

『シャンソン詩と楽譜』が載って
います。
　他には、ジャン・テストヴィッド、バリュリオーの二色刷り図版が二点掲載されています。ス
タンランは、1883 年『シャ・ノワール』誌に最初の挿絵を描いて以来、多くの新聞・雑誌等の
定期刊行物にその作品を提供し続け、おそらくその総数は 2000 点を超え、人気・実力を兼ね備
えた挿絵画家として知られています。
スタンランの描いた挿絵の変遷には、近代フランス社会の歴史的動向を深く読み込んでいて、社
会史的な視点からも、美術史的にも重要な意味を含んでいます。ユーモアに富み、滑稽で笑いを
誘うものや人生の悲哀をシニカルに見つめるものも多く、モンマルトルに暮らす貧しい人々の日
常生活をよく描いています。シャンソンの挿絵は明らかに『ミルリトン』誌の系譜を引き継いで
いますし、社会主義の雑誌『シャンバール・ソシアリスト』誌には政治家の不正・腐敗や労働者
問題を厳しい筆致で描いています。第一次世界大戦の勃発にともない、軍の許可を得て従軍し、
戦場における兵士たちの姿や避難民そして戦争に翻弄される人々の悲哀をスタンランは、あくま
で冷静な視点で正確に描いています。

L'ILLUSTRATION NOEL

リリュストラシオン 1880 年創刊

GIL BLAS illustre　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ジル・ブラス 1879 年創刊
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ジョルジュ・バルビエ
（George Barbier 1882-1932）

1913 年 作 品 集『 ニ ジ ン ス キ ー』、 次 い で 翌
1914 年『タマル・カルサヴィナ』、ギリシア風（古
典趣味）のしゃれたイメージの挿絵で注目され、
ロシア・バレエを題材にしたり、ファッション
モード誌にも挿絵を描いています。ファッショ
ン雑誌『ジュルナール・デ・ダーム・エ・デ・モー
ド』『モード・エ・マニエール・ドージュルデュイ』

『ガゼット・デュ・ポン・トン』のイラストレー
ションでよく知られるようになりました。
1920 年代エルテとともに舞台、映画の衣装や
舞台装置のデザインなど、活躍の場を広げてい
ます。
日本でも、ジョルジュ・バルビエの挿絵に魅了
された人は多い。

　1863 年に創刊された老舗男
性誌で、ジョルジュ・バルビエ、
ファビアーノ、ブリュネル、エ
ルアールなど著名なイラスト
レーターたちが挿絵を描いたこ
とでも知られます。

　わたしがこの雑誌で注目した
のは、時代背景（状況）に添う
ようにその内容が微妙に変化す

ることです。中流、いやその少し上の階層を狙った編集内容は、知的でセンスあふれる誌面で
したが、1910 年頃から次第に政治色が濃くなっていきます。1915 年から 1917 年の『La Vie 
Parisienne 』ですが、ヨーロッパでのフランスの置かれた状況を明瞭に反映しています。ジョル
ジュ・バルビエの苦悩をもその挿絵に見てとれます。華麗で知的な女性が、やや硬い表情になっ
ていくことからもわかります。これは男性にも言えます、身につけている服装や手にした小道具
にも、戦争への陰影が見えかくれするようになります。
　こう言った雑誌は、多かれ少なかれ意図的につくられます、編集スタッフの困惑もそのなかに
織り込まれていくことになります。

　『ラ・ヴィ・パリジェンヌ La Vie Parisienne』1915 年 8 月第 35 号には、表表紙がレオ・フォ
ンタン Leo Fontan、裏表紙がジャック・ナン J. Nam。見開きでジョルジュ・バルビエ George 
Barbier が挿絵を描いています。ジョルジュ・バルビエの洗練された線と色彩は音楽のようにリ
ズミカルで美しいのです。
　この時期に描かれたフアッションモード画やエール・ルイス著『ビリチスの歌』の挿絵はほん
とうにすばらしい。

　世界における文化文明の転換点はどこだったか・・・ふたつ指摘するとすれば、そのひとつは
明らかにイギリス発の産業革命であり、もうひとつはパーソナルコンピューター（PC）の普及
ではないか・・・このふたつは技術革新を飛躍的に発展させたと言えます。

　『産業革命』が、ヨーロッパのメディアをまったく新しいものに置き換えてしまった・・・動
力を使うことで大量印刷を可能にし、新聞・週刊誌といった活字文化（含むビジュアル化）を大
衆化することに成功します。このことが、教育を中心軸に据える国や都市が加速度的に増える要
因にもなりました。

　大衆文化の芽ばえと言った時代を経由して、インターネットを仲介した第二の情報革新時代を
現在迎えていますが・・・19 世紀末前後も、20 世紀末前後も同じように、この急速な変化（時
代の変換点）に『疑問符』を投げかける人々がいます。このことを起点に、これからの文化のあ
りかたを考えてみたいと思います。

▲ George Barbier 画（1915 年 8 月第 35 号／見開き）

◀ J. Nam 画（1915 年 8 月第 35 号／裏表紙）

La Vie Parisienne

ラ・ヴィ・パリジェンヌ
挿絵 Leo Fontan・J. Nam・George Barbier 他／ 1863 年創刊
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　ウイリアム・モリス (William Morris 1834-1896) が、インキュナブラ（1450-1500 年頃に印
刷された刊行本）を見て、私設印刷所（小規模工房）でより美しい本をつくりたい、1891 年エ
メリー・ウォゥカーと共にケルムスコットプレスを設立し、7 年間に 53 点 66 巻の美しい本を
生み出しました。

　モリスのケルムスコットプレスから最も有名な『チョーサー著作集』が世に出ました。この本
は 42.5cm × 29.0cm、本文 554 ページとかなり大きく重い本です。
　『チョーサー著作集』には、ボローニャ産を
手本に独自の紙（手漉き紙）を使い、書体も
独自にデザインしたもの（ゴールデン体・ロー
マン体・トロイ体）を使っています。『チョー
サー著作集』には、紙刷りとベラム（羊皮紙）
刷りのものがありますが、紙刷りのものが
425 部、ヴェラム刷りのものが 13 部刷られま
した。なかでも、コブデン・サンダーソン（ダ
ブスプレス）による白豚皮で装幀された 48 部

（特装本）は驚くほど美しい本です。ケルムス
コットプレスの活字およびイニシアルの版木
等は印刷終了後、大英博物館に寄贈されました。
　
　ケルムスコットプレスの『チョーサー著作集』（1892-1896 年刊）、ダブスプレスの『聖書』

（1903-1905 年刊）、アシェンデンプレスの『神曲』（1902 年刊）は、世界の三大美書といわれ
ています。日本の印刷博物館・水野印刷博物館でも見ることができます。

▲ イギリス・フォリオソサエティ 2008 年版（ケルムスコット・チョーサー原寸ファクシミリ版・ケンブリッジ大学出版部）　
ウイリアム・モリス (William Morris 1834-1896) が装幀全体を、エドワード・バーン＝ジョーンズ（Edward Coley Burne-
Jones 1833-1898）が 87 点の挿絵を描いています。

▲ わたしが所有しているのは、ケンブリッジ大学出版部が、
見た目そのままに 2002 年と 2008 年に出版した『ケルムス
コット・チョーサー原寸ファクシミリ版』です。

ウイリアム・モリスとエドワード・バーン・
ジョーンズ
モリスは最初、牧師になるためオックスフォー
ド大学神学部に入学（1853 年）。そこで後に
チョーサー著作集の挿絵を描いたエドワード・
バーン・ジョーンズと出会い生涯の親友になり
ます。
モリスはその後建築を学びますがデザインに興
味を持ち、モリス商会を設立し、多岐にわたる
デザインの仕事をしました。なかでも、壁紙・
ステンドグラス・家具のデザインなどがよく知
られています。
1896 年、モリスが 62 歳で亡くなってしまい
ます。大変なショックを受けたバーン＝ジョー
ンズも健康を害し、1898 年に心疾患のため亡
くなりました。65 歳でした。
この二人が書籍に情熱を注いだ、このことから
わたしたちは何を導き出すか、現在それが問わ
れているのかも知れません。

プライベートプレス（私家版印刷所）
19 世紀イギリスは産業革命期にあり、印刷業
界も動力を使って、大量出版（低コスト化）へ
と移行する時期と重なります。それを嫌ったウ
イリアム・モリスは、鋳造活字を木製活字に、
挿絵も木口木版に戻しました。それにともない、
印刷に関わる職人たちも育成したのです。見開
き 2 ページを構成単位（デザイン）としたの
もモリスです。それが、調和のとれた美しいペー
ジ印刷を生みだしました。ウイリアム・モリス
は、わたしたちが本を開いたときの感動を最も
大切にしたのです。

モリスがこだわった書体（活字）
モリスはケルムスコットプレスのために自身が
デザインした３種類の活字を用意しました。

『ゴールデン』
15 世紀イタリア・ベネチアのニコラス・ジェ
ンセンの書体を手本にしました。

『トロイ』
15 世紀イギリス・カクストンの書体を手本に
しました。
このトロイとデザインは同じで小型にしたのが

『チョーサー』。
ケルムスコットのチョーサーには、『トロイ』
が要所に使われていますが、『チョーサ
ー』が多用されています。
モリスは、『ゴールデン』が最もお気に入りで
した。

The Works of Geoffrey Chaucer

ケルムスコット・プレス  チョーサー著作集（1892-1896 年刊）
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モリスは、ロセッティ、バーン＝ジョーンズ、ウェッブらとモリス・マーシャル・フォークナー
商会（後のモリス商会）を設立しました。壁紙やステンドグラス、家具の制作など極めて多岐に
わたる仕事をデザインから製作まで一貫して請け負い、クラフトマンシップ（職人魂）を復活さ
せました。

　わたしたちの周辺をあらためて見るまでもなく、わたしたちはさまざまなデザインに包まれて
生活していると言ってもいいのですが・・・多くの場合、とりたてて気にする風もなく生活して
います。モリスが生きた１９世紀末期のイギリスは、『産業革命』が人々の生活意識をも変えて
いく時代と重なっていました。意識しなければ、あらゆる価値観が変わってしまう時代でした。
　そこでモリスは、有能な職人（手仕事）を育てながら、嘗ての『美意識』をとり戻そうとした
のです。モリスは、ふりかえりつつ新しい『美』を創造した、あるいは、その基盤をつくったと
言っていいのです。

　ケルムスコットプレス（出版事業）だけでなく、もうひとつの例として『モリス商会』のプリ
ント（織物事業）でも美しいデザインを遺しています。１７世紀後半、イタリア・ジェノバの織
物『furnishing fabric』を加えて載せておきましたが、これら優れて美しい織物を参考にしたこ
とは用意に推察できます。モリスのような『優れた感性』が時代を超えて存在することに、わた
したちは感謝したい。

　代表作『ウェィクフィールド牧師』で知られるオリーバー・ゴールドスミスの詩集ですが、ヴィ
クトリア朝の挿絵史や印刷史でもよく取り上げられる『美しい書物』のひとつです。
　エバンスはフォスター の原画（淡い水彩）を再現するために、いくつかのカラー・ブロック
を作成し、それを手刷り 印刷機で 9 回から 10 回近く重ね刷りしたと言われています。ぶ厚い
板のような表紙に型押しのアラベスク文様、赤地に金と黒で印刷され、三方金、典型的 なヴィ
クトリア朝の美装本で、本文も光沢のある厚手の上質紙の金枠の中に印刷されています 。

▲ 1879 年　モリスがデザイン
室内装飾用織物『furnishing fabric』

▲ 1650-1700 頃
イ タ リ ア・ ジ ェ ノ バ の 織 物

『furnishing fabric』
『polychromesilk velvet with cut 

and uncut pile on a ground of silk 
and silver-gilt thread 』

▲ 1884 年　モリスがデザイン
室 内 装 飾 用 織 物『wandle sample 
piece』

民藝運動を提唱した柳 宗悦（1889-1961）
柳宗悦は、1929 年ケルムスコットを訪れてい
ます。
モリスのアーツ・アンド・クラフツ運動にも理
解を示し、帰国後の 1931 年には職人たちの雑
誌『工藝』（1931-1951）を創刊しています。
民藝運動の機関誌としての役割も担い、染色工
芸家の芹沢銈介や、漆工芸家の鈴木繁雄、版画
家の棟方志功や川上澄生などが装幀や表紙を担
当しています。

アーツ・アンド・クラフト
1887 年の「Arts and Crafts Exhibition Society」
の 会 議 場 で、 サ ン ダ ー ソ ン（T. J. Cobden-
Sanderson）がこの表現を初めて用いました。
1880 年代になるとモリス商会のような工房が
各地に設立され、「アーツ・アンド・クラフツ
運動」へと発展していきます。
アーツ・アンド・クラフト運動はヨーロッパか
ら北アメリカへと拡散し、20 世紀モダン・デ
ザインの源流となります。

フォスター
（Myles Birket Foster 1825-1899）

Royal Watercolor Society、Royal Academy で
400 点あまりの木口木版画・水彩画・油画を遺
しています。スコットランド 、 ライン川渓谷、 
スイスの湖沼、 イタリア 、特にヴェネツィアの
周辺の田舎を数多く描いています。
友人バーン・ジョーンズと、モリス・アンド・
カンパニーで、タイルや壁紙の制作にも関与し
ていました。

The Poems of Oliver Goldsmith

オリーバー・ゴールドスミスの詩集
Robert Artis Willmott 著／ Birket Foster 画／ George Routledge 社 1859 年刊
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　19 世紀末は、多くの優れたイラストレーターが出版業界で活躍した時代ですが、ウォルター・
クレインもそのひとりです。

　クレインは、ダラスタイプ写真製版の技術を開発したダンカン・C・ダラスの求めに応じて、シェ
イクスピアの戯曲 3 作に挿絵を描いています。ダラスタイプとは、感光剤を塗布したゼラチン
紙にネガを重ね、太陽光に当て感光させた後、数時間水に浸すと、光の当たらない部分、つまり
印刷されない部分が膨れ上がり凹凸逆の版ができます。これを石膏・樹脂で順次型取りし、最後
に電解メッキ槽に浸して金属製の原版（凸版）を作るというものでした。いささか煩雑なプロセ
スに思えますが、ペン画の線がよく再現されたとクレインは序文で述べています。
　クレインは、各作品に扉絵と 8 点の挿絵を描き、それぞれの挿絵を縁飾りで囲み、台詞の一
部を手描きで挿入した。・・・いずれも 650 部刷られ、600 部だけ販売された。
　キャプションが印刷された薄紙に、窓が切り取られた厚紙のマットと台紙に挟まれています。
絵は半透明薄紙に印刷され、台紙に糊付けされています。トレッシングペーパーにカラス口で線
書きしたような感じで、とても脆弱な状態にあります。100 年以上前のダラスタイプの印刷物
がこのような形で遺っているのは、極めて稀だと思います。

シェイクスピア
（William Shakespeare 1564-1616）

イギリスの劇作家・詩人、最も優れた作家のひ
とりです。四大悲劇『ハムレット』『オセロ』『リ
ア王』『マクベス』のほか、『ロミオとジュリエッ
ト』『真夏の夜の夢』『ベニスの商人』など。
シェイクスピアの戯曲は他の劇作家の作品に依
拠しているものや、古い説話や歴史資料文献に
手を加えたものが多い。
シェイクスピア作品で、わたしの好きな作品
は『テンペスト』です。最も独創的で、ひとつ
ひとつの場面が極めてリアルに表現されていま
す、目を閉じただけで舞台が見えるほどです。
シェイクスピアの戯曲のいくつかは四折判の単
行本として刊行されていますが、実に多くの作
品はファースト・フォリオに収録されるまで未
刊行のままでした。

ウォルター・クレイン
（WalterCrane 1845-1915）

ロイヤル・アカデミーで絵画や木口木版画を学
びました。ジョン・ラスキンの考えに同調する
ことで、ラファエル前派や日本の浮世絵に影響
されることになります。
明瞭な線と構成の美しさにこだわった描画観が
あり、本の挿絵やデザインにも活躍するように
なります。なかでも、絵本の挿絵を多く描いて
います。イギリスのイラストの価値を高めたひ
とりと言っていい、モリスのアーツ・アンド・
クラフツ運動にも参加し、室内装飾のデザイン
もしています。

ILLUSTRATIONS  TO  SHAKESPEARE'S  TEMPEST

シェイクスピア作テンペスト
Shakespeare 文／ Walter Crane 画／ J. M. Dent& Co.1893 年刊

ILLUSTRATIONS  TO  SHAKESPEARE'S  TWO  

  GENTLEMEN  OF  VERONA

シェイクスピア作ヴェローナの二紳士
Shakespeare 文／ Walter Crane 画／ J. M. Dent & Co.1894 年刊
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　「花の絵本」シリーズの最終作にあたる『シェークスピア の花苑』、シェークスピアの作品に
あらわれた四季の花々を題材にした絵本です。『花の饗宴 Flora'sFeast』にはじまったクレイン

（Walter.Crane）の「花の絵本」シリーズ全４冊のうち 3 冊がわたしの手許にあります。
　多色刷石版（カラーリトグラフ）のアールヌーヴォー調の挿絵と、美しい書体によるクレイン
の詩、緑と赤の表紙（装幀）など、すべてクレインのデザインになります。 擬人化された花々や、
花飾りに覆われた若い男女を躍動する美しいフォルムで描いています。
　ケルムスコット・プレスから 1894 年に刊行された『輝く平原』にも、クレインが挿絵を描い
ています。ここでは木口木版が使われています、文字も挿絵も木版であれば、調和のとれた美し
い見開きページになります。

　１５世紀ドイツの木版画に見られる太めの線を理想としていたことが、クレインの『ひとりの
芸術家の回想』を読むことでわかります。同時に、モリスの理念とクレインの理念が合致してい
たことがわかるのです。

Queen Summeror/Th e Journey of the Lily & the Rose.

百合と薔薇の騎馬試合
Shakespeare 著／ Walter Crane 画／ Cassell and Co Ltd, London, 1891 年刊

A Flower Wedding

花 の 婚 姻
Shakespeare 著／ Walter Crane 画／ Cassell and Co Ltd, London,  1905 年刊

Flowers From Shakespeare's Garden

シェークスピアの花苑
Shakespeare 著／ Walter Crane 画／ Cassell and Co Ltd, London, 1906 年刊
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　ブレアの詩『墓場』に、挿絵としてブレイクが 40 枚の下絵を描き、そこから 20 枚を選び、
自らが線刻銅版にするつもりでしたが・・・。R.H.Cromeck クロメックは、ブレイクの下絵から
12 枚選んで、実績のあった彫版家ルイジ・スキャヴォネッティに線刻銅版を委ねたのです。
　ブレイクの 40 枚の下絵と 1 枚の線刻銅版（ブレイクが見本として提示した・死の扉）を見た
クロメックの判断でした。

　しかしながら、ブレイクの構想（挿絵の枚数が減らされ掲載順序も違う）から遠く、納得でき
るものではなかった。ブレイクの見本『死の扉』が遺っていますので、比較して見ることができ
ますが、スキャヴォネッティの丁寧できれいな版を「よりよい」としたのかも知れない。
　思い入れが強いと対象の焔が揺らぐことがあります、クロメックはすっきりした焔を好しとし
たのかも知れないが、ブレイクの意図を軽視したことに違いはない。

　いずれにしても、これら（銅版画 12 枚）がウイリアム・ブレイクの代表作（優れた作品）と
されています。

ウィリアム・ブレイク
 (William Blake 1757-1827)
1788 年、ブレイクは新しい方法（腐食銅版画
＋手彩色）を用いて、『無垢の歌』や『経験の歌』
などの詩画集を刊行しています。
中世の写本に近い紙面（言葉と彩色された銅版
挿絵）が独創的で豊かな表情を見せています。
深い宗教観と幻想的な詩と絵が領域を超えた美
しさを見せています。
晩年、ダンテ『神曲』への挿絵を描いています、
水彩画が多く銅版画にするための下絵かも知れ
ません、ダンテとブレイクが時代を超えて共有
する課題にわたしは想いをはせたい・・・
ブレイクの思想や芸術には奇異で理解されにく
いところもありますが、孤高がもたらす感覚の
特異性も含めて、わたしは優れた作家のひとり
と想っています。

Th e Grave   A Poem

墓 場
Robert Blair 文／ William Blake 画／ 1808 年刊
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　TEXT（テキスト）と PLATES（プレート）に分かれた大著２冊が、アメリカのイェール大学
から 1981 年に出版されています。
　ウイリアム・ブレイク研究に欠かせない資料の多くがここに収められています、わたしにとっ
てありがたいのは、大量のスケッチ（水彩画を含む）が載せられていることです。
　ウイリアム・ブレイクの作品の多くは、ロンドンのテート・ギャラリーにあります。しかしな
がら、紙に描かれたスケッチは傷みやすく、長時間の展示には耐えられません。ごく一部が順次
展示されているものと思いますが、必ずしもわたしの見たい作品でないことも多いのです。
　ウイリアム・ブレイクの研究に関わる人たちの要望を受けた形で、この本は出版されました。

　1808 年の『ミルトン（Milton）』、1818 年の『エルサレム（Jensalem）』・・・これらは幻覚
による神秘的な詩で綴られ、荘厳且つ威厳に満ちたものですが、多くのスケッチがこの大著に収
められています。

　この画集には、1824 年から 1827 年に描かれた『神曲』のための水彩画のほとんどが収録さ
れています。わたしにとってのダンテ『神曲』は、人生のバイブルと言ってもいいぐらいの本で
すが、著名な多くの作家や画家にも影響を与えています。晩年のブレイクは、日々の糧をも得難
い程の窮地に陥っていた。それでも新たに得た友人や妻キャサリンの存在によって、ブレイクの
晩年は比較的穏やかに過ぎたといえます。
　1827 年 8 月 12 日、遺言によりブレイクの骸はブレイク家の小さな庭に埋葬されています。
ブレイクはこの世を去るまで、意識は明瞭を保ち、己の運命を厳粛に受け止めながら死の床につ
いたと言われています。彼の最期の言葉は、「自分は人間としてではなく、祝福された天使とし
て死んでいくのだ」というものでした。

ダンテ・アリギエーリ
（Dante Alighieri 1265-1321）

イタリア・フィレンツェ出身の詩人、哲学者、
政治家。ポルティナーリ家の娘ベアトリーチェ
を恋して、その愛が終生を通して創作の源泉と
なりました。
1293 年の『新生』はよく知られていますが、
ダンテの代表作でヨーロッパ文学を牽引してき
たのは『神曲』です。1307 年から『神曲』の
執筆にとりかかり、13 年後の 1321 年の死の
直前にこれを完成しました。
1295 年ダンテは政治活動（黒党と白党の内紛）
に加担し、フィレンツェからの永久追放になり
ます。逮捕されれば『焚刑』という判決を受け
たこともあり、ダンテは二度と生まれ故郷（フィ
レンツェ）にもどれなかった。
イタリア各地の街や王侯の支持を得ながら逃避
の旅を強いられ、最期はラヴェンナの街で亡く
なりました。

The Paintings and Drawings of William Blake

ウィリアム・ブレイクの絵画と素描 ( 全 2 巻 )
Martin Butlin 著／ William Blake 画／ Yale University (Paul Mellon Centre for Studies in Britis)1981 年刊

BLAKE'SDANTE

ブレイクが描いたダンテの神曲
Milton Klonsky 著／ William Blake 画／ Random House Value Publishing 1988 年刊
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　13 世紀寓意物語『薔薇物語』にレオノール・フィニのカラーリトグラフが 12 葉が入っています。
繊細且つ鋭い線や最小限の色彩が織りなす美しい配色に、彼女のデザインセンスが見て取れます。
　この本のもう一つの魅力は、1485 年頃に制作された木版画や花文字があしらわれ、インキュ
ナブラを意識した装幀になっていることです。

　パリの名書肆 Andre Sauret から刊行されたシャルル・ボードレール作品集。全 3 巻を通して、
レオノール・フィニが実に 30 点に及ぶ美しい挿絵を寄せています。
　装幀にビロード生地を使うことで、手や指に伝わる独自の触感をも取り込む、巧みな発想とい
えます。

　Pauline Reage（ポーリーヌ・レアージュ）の『Histoire d'O（O 嬢の物語）』に LeonorFini（レ
オノール・フィニ）が挿絵を描いています。

『Histoire d'O』は、自由奔放な女性の物語ですから、フィニにとっても楽しい仕事だったのかも
知れません、優れた挿絵になっています。
　挿絵は水彩にパステル、紙に水が染み入るように彩色が微妙な広がりと重なりを見せ、そこに
パステルが加わると、質感さえ伝わってきます、イメージが増幅されます（効果音のような役割
をする）。

レオノール・フイニの書籍はまるで工芸のよう
です

『Le Roman de La Rose』
ラナのベラム紙使用・三方金・表裏総革と申し
分ない仕様になっています。フランス書籍文化
の粋を示した１冊だと、わたしは思います。

『Oeuvres』
本体は総布装（ビロード）・文字金箔押・文様
朱箔押・天金、本文用紙のすべてに上質な洋紙
を用いた装幀が美しい。

『Histoires extraordinaires』
函は総マーブル紙装、本体は総朱布装（ビロー
ド）・背文字金箔押・平文様黒箔押・天金、本
文用紙のすべてに上質な洋紙を用いた装幀が美
しい。

お気づきかも知れませんが、これらすべてが
Andre Sauret（パリ）社から刊行されています。
フイニの要望を受け入れてくれる出版社だった
ことが、これらの書籍（装幀）を見ているとよ
くわかります。

100 を越える本に挿絵を提供してきたフィニ
文学を愛するフィニは 100 を越える本に挿絵
を提供しています。シェイクスピアやボード
レール、ネルヴァルの『オーレリア』ペトロニ
ウスの『サテュリコン』、サド侯爵の『ジュリエッ
ト』、ポーリーヌ・レアージュの『O 嬢の物語』
他、友人たちの小説や詩のためにも挿絵を描い
ています。
フィニは、1970 年代に小説を書いています。
短編小説『ヴィブリッサの物語』、長編小説『ムー
ルムール　毛の生えた子供たちのための物語』

『オネイロポンプ（夢先案内人）』（邦題『夢先
案内猫）』『ロゴメレック』などがあります。

稀少本・豪華本
『稀少本』（数が限られている）や『豪華本』（高価）

は容易に手に入らない書籍ということで、『マ
ニア本』とも言われます。これらがすべて『美
しい本』かと問われたら、「そうではありません」
と即座に答えます。

よく知られた本であれば、図書館へ行って、無
料で容易に読むことができます。デジタル社会
ですから、ネットから安くダウンロードして読
むことだってできます。わたしは、『読書を楽
しむこと』に選択肢は多いほうがいいと思いま
すし、実際そうしています。

Le Roman de La Rose

薔 薇 物 語
Charles Baudelaire 文／ Leonor Fini 画／ Andre Sauret( パリ )1977 年刊／ 2500 部限定出版

Oeuvres

シャルル・ボードレール作品集 ( 全 3 巻 )
Charles Baudelaire 文／ Leonor Fini 画／ Andre Sauret( パリ )1986 年刊／ 4000 部限定出版

Histoire d'O

O 嬢の物語
Pauline Reage 著／ Leonor Fini 画／ Jean-Jacques Pauvert 1975 年刊
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　 パ リ の 名 書 肆 Andre Sauret か ら 刊 行 さ れ た エ ド ガ ー・ ア ラ ン・ ポ ー『Histoires 
extraordinaires』（『世にも怪奇な物語』）です。全 3 巻を通して、レオノール・フィニが実に 30
点に及ぶ美しい挿絵を寄せています。

　ボードレール訳の『世にも怪奇な物語（全 2 巻）』に、木版画家シメオン　Fernand Simon 
(1884-1928) が、各短編の冒頭の挿絵 58 点と末尾の小さなカットを付したもので、上下 2 巻本、
1924 年 Art douard Pelletan から限定 750 部が刊行されています。
　上巻の巻頭に小口木版によるポーの肖像、ボードレールの「エドガー・ポーに関する新たな覚
書」が 37 頁付いています。

　ポーの作品には、多くの画家が挿絵を描いています。フイニ以前の挿絵で秀逸なのは、シメオ
ンが小口木版で制作した 58 点ではないか、太めの線で描かれたそれらの力強い挿絵は、物語の
場面を明瞭にするとともに、自立した絵としても新鮮で限りなく美しいのです。
　しかしながら、フイニの美しい装幀と比べればその外観が「質素」に見えるかもしれません。
フランスには装幀専門の職人がいます、書店にはこのような「装幀以前の質素な状態」で売られ
ている本も少なくはありません。多くの場合、購入後に『装幀』してもらうためです。
　「どこの誰に装幀してもらった書籍か」や古書市場であれば「どこ（公的蔵書・愛書家）から
出た書籍か」で価値が大きく変わる場合もあるのです。

　わたしたちが手にする古い書籍の中には、ページが折れたままつながっていたりめくりにく
かったりすることがあります、裁断されていないのです。表紙・背表紙・小口をきれいに整える
のは、『装幀家』の仕事です。書籍には、読むこと以外に「書籍になるまで」を楽しむこともで
きるのです。
　こういった書籍には、多くの『職人技』がかかわっています、『書籍文化』の底流には確かな
個人技があるのです。

レオノール・フィニ
（Leonor Fini 1907-1996）

フィニはシュールレアリスト（画家や詩人・小
説家）や多くの実業家や映画人・デザイナー（コ
コ・シャネル、エルザ・スキャパレッリ、クリ
スチャン・ディオール）とも交友があり、香水

「ショッキング」（ボトルをフイニがデザインし
た）はハウス・オブ・スキャパレッリでもっと
も良く売れたことで知られる。
しかしながら、特定のグループに所属すること
は生涯ありませんでした。束縛を最も嫌う気高
いフィニですから、ごく自然な生き方だったか
も知れません。

幼い頃から猫は、フィニの特別な友人だった。
たくさんの猫と共に暮らし、多いときには 23
匹いたともいう。ジェレンスキーは、フィニは
大いなる生命の流れそのものであり、猫たちは
その大いなる生命の流れの一部であると言って
いる。
フィニは猫たちの写真や自身の文章による本

『猫の鏡』や『アトリエの猫』も出している。
ロワール地方の別荘に行くときには大型のリム
ジンに猫たちを乗せて移動したという。
1996 年、フィニは肺炎で亡くなりました。89
歳でした。

ピエール・ド・マンディアルグはフィニへのオ
マージュ『レオノールの仮面』を出しています。
フィニのもうひとつの素顔を知るには最適の写
真集です。

シャルル＝ピエール・ボードレール
（Charles-Pierre Baudelaire 1821- 1867）
『 悪 の 華 』"Les Fleurs du mal"  『 パ リ の 憂 鬱 』

"Le Spleen de Paris" で知られる詩人。
街 路 の 詩 人 た ち、 ボ ー ド レ ー ル が よ く 口 に
し た 言 葉『modernite』、 藝 術 は、 必 ず 時 代

（modernite）を背景に創造される。藝術は、
新しい美意識上の理念の表現であり、これまで
の古い美学概念（古典やルネサス以降の美意識）
とは無縁でなければならないのです。
ボードレールの強靱な詩論は、19 世紀末から
20 世紀を見据えていたのかも知れない。

エドガー・アラン・ポー
（Edgar Allan Poe 1809- 1849）

 『黒猫』『モルグ街の殺人』『黄金虫』『大鴉』
で知られる詩人・小説家。
  ポーの作品（英語）の多くをフランス語に訳
したシャルル・ボードレール。
これらの翻訳で紹介されたポーの作品はとくに
象徴派の文学者たちに高く評価され、フランス
19 世紀末の創作や表現活動に多大な影響を及
ぼすことになった。
ボードレール自身の詩集『悪の華』にはポーの
影響が認められる、ヴィリエ・ド・リラダンは
ポーの美学に基づいて『残酷物語集』（1883 年）

『新・残酷物語集』（1888 年）を、ステファヌ・
マラルメやユイスマンス、アンリ・ド・レニエ

『生きている過去』、アンドレ・ジッド『ユリア
ンの旅』などにも影響を与えている。ポール・
ヴァレリーも評論「ユリイカをめぐって」でポー
の思想を賞賛した。

Histoires extraordinaires

エドガー・アラン・ポー『世にも怪奇な物語』( 全 3 巻 )
Edgar Allan Poe 文／ Leonor Fini 画／ Charles Baudelaire フランス語訳／ Andre Sauret( パリ )1987 年刊／ 4000 部限定出版

NOUVELLES  HISTOIRES  EXTRAORDINAIRES

  et  HISTOIRES  GROTESQUES  ET  SRIEUSES

エドガー・アラン・ポー『世にも怪奇な物語』( 全 2 巻 )
Edgar Allan Poe 文／ Fernand Simon 画／ Charles Baudelaire フランス語訳／ Helleu et Sergent( パリ )1924 年刊
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　ユーゲントシュティル時代のウィーンの書籍で、数々の美しい挿絵本を世に送った挿絵画家ハ
インリッヒ・レフラー（Heinrich Lefler 1863-1919) の『Mozart,Zwolf Gedicthe（モーツァルト
12 の詩）』（1914 年刊）です。

　レフラーは、ウィーン宮廷劇場で歌劇『フィガロ』の舞台衣装や美術なども手がけており、詩
人で作詞家でもある Richard.Specht のモーツァルトの楽曲『後宮からの誘拐』『フィガロの結婚』

『魔笛』『ドン・ジョヴァンニ』などをテーマにした 12 の詩篇に、ロココ風な華麗な挿絵を提供
しています。本文挿絵ともコーティングされた上質紙に印刷され、表紙は厚紙一枚に丸くくり抜
いた別紙をかぶせ、12 点の挿絵は、右頁の金枠のなかにメダイヨン風に印刷され、詩は黒と水
色の二色刷りで、こだわりのある美しい装丁になっています。
　この本の魅力はレフラーの挿絵にありますが、鏡のような楕円枠の中にオペラそのままの情景
が描かれています。挿絵画家ハインリッヒ・レフラーは、巧みな構成力と優れた表現力（感性）
とで舞台の陰影を演出しています。

　『一期一会』とよく言われますが、古書との出会いもそれは同じです。この書籍は紙の状態が
悪く、一度はためらいもしましたが、挿絵の美しさに惹かれて購入しました。もちろんそれ以降、
このような書籍に二度と出会うことがありません。
　このウィーンの Munk 書店からは、同様に『ハイネ・アルバム』『シェークスピア・アルバム』

『ワーグナー・アルバム』などが刊行されていますが、特にウィル・ポガニー挿絵の『パルシファル』
やレフラー・ウルバン共作の『アンデルセン・カレンダー』や『Mozart, Zwolf Gedicthe』もか
なり稀少で数冊も遺っていないと思います。

ユーゲントシュティル
アールヌーヴォー（フランス・ベルギー）と同
義語（ドイツでの呼称）、1896 年にミュンヘン
で創刊された雑誌『ユーゲント（青春）』から
引用した名称です。
ドイツでは、イギリスのアーツ・アンド・クラ
フツ運動の影響下に工房や組合が設立されて、
新しい時代に対応した造形が探求された。フラ
ンスのアールヌーヴォーと比べると、ドイツで
は装飾よりも実目的や構造が重視される傾向に
あり、日本の浮世絵やフランスの後期印象派の
影響も見られます。
ベルギー生まれアンリ・ヴァン・デ・ヴェルデ
の建築は、ドイツ世紀末美術に大きな影響を与
えました。この様式は『ベルギー様式・ヴェル
デ風』と呼ばれ、ヴァン・デ・ヴェルデがヴァ
イマルに設立した美術学校は、数年後には『バ
ウハウス』として『新しい美意識』を世界に発
信することになります。
世紀末ウィーンを代表する画家グスタフ・クリ
ムトは、建築と絵画が相互に調和する様式を提
案していきます。
ユーゲントシュティルは「構成と装飾の一致」
を理念とし、美や心地好さ（感覚）と構成（デ
ザイン）を融合させることを目的としていたと
言えます。

Mozart, Zwolf Gedicthe

モーツァルト  12 の詩
Verlag M.Munk 社 1914 年刊
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シャルル・ペロー
（Charles Perrault 1628-1703）

パリ生まれのフランスの詩人・童話作家。
フランスのシャルル・ペローの童話集は、のち
につづくイギリスのマザーグース、ドイツのグ
リム兄弟による民話収集の先駆をなしたものと
して名高い。

『眠れる森の美女』をはじめここに収めた『赤
ずきん』『青ひげ』『長ぐつをはいたねこ』『シ
ンデレラ』『おやゆび小僧』などは誰でも知っ
ている物語ですが、もとの話は意外に知られて
いません。

『美女と野獣』
1991 年に公開されたこの作品は世界中で大
ヒットし、アニメーション映画として初めてア
カデミー作品賞にノミネートされるなど、人気
と評価の両面で不朽の名作と呼ぶにふさわしい
実績を残しています。

『美女と野獣』の源流は、古くはギリシャ神話
にまで遡ることができます。神であるゼウスが
獣に姿を変えて人間を魅了する・・・着想をこ
こから得ていると言われ、18 世紀のフランス
でガブリエル＝スザンヌ・ド・ヴィルヌーヴ

（ヴィルヌーヴ夫人）が、6 人姉弟の末娘と人
里離れた城の主である野獣とのロマンスに置き
換えて書いた。
ジャンヌ＝マリー・ルプランス・ド・ボーモン（マ
リー・ドォルノワ）がアレンジを加え短縮版に
して発表し、これが今日の『美女と野獣』の原
作とされている。

　１７世紀末フランスで巻き起こった童話ブームは、貴族の女性たちの文芸サロンから始まった。
サロンの常連シャルル・ペローに先駆けて、最初に文芸化された童話を出版したのがドォルノワ
です。conte de fees（妖精物語） という表現を初めて用いたのもドォルノワです。

　16 歳で 50 歳近い貴族と結婚、賭博好きで放蕩者の夫から逃げ出し、フランス各地を逃避行、
若い頃は苦難の連続でした。
　1685 年パリに戻り、文藝サロンを開きます。しばらくして、作家として自立し、これまでの
体験をいかし《スペイン宮廷の記録》(1690 年 ) など宮廷秘話・旅行記や恋愛小説《イポリット》
(1690 年 ) などを発表しました。
　1696 年から 1699 年にかけて出版された《仙女物語》をはじめとする 8 巻の童話集は，子ど
もばかりか大人にも好評で，シャルル・ペローの童話集と共に仙女物語の流行に寄与しました。

　1882 年に出版されたこの本『Contes de Madame d'Aulnoy 』（初版）は、Staal、Ferdinandus、H. 
Cottin の実験的装幀が素晴らしく、赤と黒そして金による色彩構成、天金（小口）など表紙デザ
インだけでなく本文フルページにクロモリトグラフ、黒のビネットと異質で不思議な仕様になっ
ています。

Contes de Madame d'Aulnoy 

マリー・ドォルノワの童話
Madame d'Aulnoy (1650 - 1705) 作／ Garnier Freres, Libraires-editeurs 1882 年刊
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　挿絵画家エディ・ルグランがデザイン（挿絵・書体）した、四つ折り版の書物『EVANGILE 
SELON SAINT JEAN』がわたしの手許にあります。
　『書物』、このような言葉を使ったのは、この本の見た目の大きさにあります。しかも、この厚
くて重い本はまだ完全には裁断（製本）されていません。

　挿絵と書体の調和・構成美を追究したモリスの世界観をすぐに思い浮かべることができますが、
１９４７年の発刊であることに、わたしはもうひとつ感慨深いものを覚えるのです。黒と赤の書
体や挿絵のこだわりに、インキュナブラ（１５００年以前の印刷本）を意識していることが見て
とれますが、むしろ、モリスのケルムスコット（印刷職人の育成を兼ねた私設印刷工房）を意識
しているのかも知れません。

　当時、モリスの時代に逆行するかのような試み（『チョーサー全集』を含め）には賛否両論があり、
必ずしも賛同者が多い訳ではなかった。産業革命以降、出版コストを下げる（発行部数を増やす）
努力をする印刷所が多く、動力の活用や写真技術の利用など大きく進化することになります。
　考えてみれば、このことが新聞・雑誌の発行につながり、社会意識を大きく変えていく原動力
になったと言えます。出版技術の革新が、情報伝達の裾野拡大に寄与したと言えるのです。

　ウィリアム・モリスやエディ・ルグランの理念と試みは、はたして時代に逆行しただけなの
か・・・。

二つ折り版・四つ折り版と折りたたみ数で本の
大きさが決まります
フランス人挿絵画家 Edy-Legrand（1892-1970）
の超特大挿絵本、しかも、版元製本無綴じ本で
す。この本にはフルページ大 3 点＋半ページ
大 28 点の挿絵が掲載されています。大きな１
枚の紙（全紙）に、裏表８ページ分（紙葉）を
印刷したものを二回折りたたみ、それらを重ね
た『版元製本無綴じ本』になります、裁断され
ていない製本前の書籍です。二つ折り版・四つ
折り版と折りたたみ数で本の大きさが決まりま
す。
この本『EVANGILE　SELON SAINT JEAN』は四
つ折り版（A2）ですから、かなり大きな本に
なります。聖書や百科事典など初期印刷本の多
くがこの『四つ折り版』で製本されていました
から、容易に持ち運び（移動）できない『書物』
が大切に扱われていたことがわかります。
17 世紀初めのオランダで『12 折り版（小型）』
の書籍が出版され、多くの人々に販売されてい
た記録があります。日本での文庫版（廉価版）
に似ています、当時のヨーロッパ（オランダ・
フランス・イギリスなど）で文字の読み書きが
できる人が男性で 30%・女性で 15% ぐらいい
たそうですから・・・これら小型の書籍が果た
した役割は相当に大きいと思われます。

インキュナブラとは
イ ン キ ュ ナ ブ ラ と い う 言 葉 は ラ テ ン 語
incunabulum の 複 数 形 incunabula で、「 揺 り
かご」という意味から転じて「出生地」「初め」
を意味します。本の世界では、金属活字により
印刷され、印刷年が 1500 年以前のものをイン
キュナブラと呼んでいます。
1500 年という区切りは世紀の変わり目という
便宜的なもので、1501 年から本の姿ががらり
と変わったわけではありません。本の姿の変わ
り目は 1530 年頃にあるともいわれています。
金属活字による印刷術を発明したとされるの
はヨハン・グーテンベルク (c.1400-1468) で、
1640 年には印刷術発明 200 年祭が行われまし
た。この時初めてインキュナブラという言葉が
使われたようです。

EVANGILE SELON SAINT JEAN

聖ヨハネによる福音書
Edy-Legrand（1892-1970）画／モーリス・ロベール ( パリ )1947 年刊／ 1180 部限定出版
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あとがき

　現代は、IOT と IOE の時代と言われます。IOT は Internet of Things の
略で、IOE は Internet of Everything の略です。IoT を基盤にして、すべて
の情報システムがネットワークによって『つながる』ことを意味します。
これまで個々に進化していた情報システムが、お互いに連携し、協調しな
がら、展開するようになるということです。

　大きな図書館に入ると、多くの本が書棚に整理整頓されて並んでいます
が、そのままデジタル・デター化すれば、軽くて薄い端末からいつでもど
のような書籍であっても取り出して読むことができます。
　リアルタイムに世界中のあらゆる地域の映像を見ることができたり、移
動手段を選ぶことも、生活道具の大小に関わらず操作できたり、あらゆる
ことが個々の意識に同調し始める、言ってみれば『更に便利な時代』にな
ります。
　本を読むことに限って言えば、書物好きのわたしも既に端末から読んで
いますし、時代の進化は実感以上です。

　ここでひとつ考えないといけないことがあります。
　「全国図書館大会」で、文藝春秋社社長が「文庫の貸出しをやめてほしい」
と訴えことが話題になりました。実は、文芸春秋社の収益の 3 割は文庫
が占めていて、週刊文春などの雑誌収益を上回り、既に収益の柱になって
います。その文庫を含め書籍市場全体が縮小していることと図書館での

「文庫の貸し出し」とは無関係とは言えないが、もともと単行本の縮小 ( 低
価格 ) 版が『文庫』ですから、図書館の書棚に並べること自体が誤りと思
います。
　さらに 2 年前の同大会で、新潮社社長が「芥川賞作家又吉直樹さんの『火花』を複本購入（ひとつの図
書館が同じ本を何冊も購入する）し、さらに貸出されていること（人気作家の本を書店で買わなくなる）」
を指摘していました。
　減少する一途の書籍市場を背景に、出版社と図書館・書店のあり方や流通の問題が未解決のまま放置され
ていることを、わたしは加えて指摘したい。出版社・書店と図書館・学校図書室の良好な関係が長く続いて
いただけに、この課題解決にはそれ相応の時間がかかりそうです。

　『大量出版時代』に終止符を打つ時期が近い、大きな出版社はデジタル時代に前向きに対応していくこと
になり、中小出版社は独自の道を探ることになるのかも知れないと、わたしはひそかに思っています。問題
は出版社より図書館や書店の方にあるのかも知れない、わたしにはそう思えてなりません。書籍・資料にし
てもデジタル化していく役割は出版社にあり、図書館にはありません、課題は書籍（書物）がどのような過
程を経てどこに収まるかです。

　わたしたちは美しい本に惹かれる・・・そのことの意味を考えてみたい。

月映書房・編集長　中川輝光
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